






部からの出土土器の検討によって、その本当の性格を

明らかにし始めたといえよう。これよりも後出すると

いう古富波山古墳ーについても、その吉墳の鏡の存在⑩

は定型化した古墳造営プランの範鰭にあるといえ、前

期古墳の 3大必須品自に従うならば?古冨波山古墳の

古墳的様相は確固たるものになるだろう。そのような

意味からも鏡等は見つかっていないが、それより若干

先行するという富波古墳が、吉墳である公算は極めて

高いといえる。また、被葬者の権力の証しとして周囲

から独立し、「見せる」ためのものでなければならない

古墳が「前方後方(円)形Jという、中央とのつなが

りを示すものとして効果的であったことも想像に難く

ない。そういう意味からも、浅小井遺跡や高野遺跡、

益須寺遺跡のように、前方部の発展途上段階にあるも

のに古墳の様子を伺いとることは難ししまた、比較

的前方部の発達している法勝寺遺跡や岩畑遺跡におい

ても他の周溝墓と同じ墓域にあって周溝を共有したり

周溝が不完全で、あったりして(地面の傾斜も影響する

であろうが)、決定的要因に欠けるものである。それら

に加えて、前者の周溝墓に造りだしのついている程度

のものは周溝がしっかりとしている点が挙げられるの

に対して、前方後方型に近づいている後者は、周溝の

粗雑さが目立つ。このようにみてくると、やはりこれ

らの一群は、周溝墓から前方後円墳への過渡期のもの

で、手探り状態にあったといえ、冨波古墳に前方後方

墳の成立形態というものを求めるのが妥当で、あるよう

に思われるのである。

では、具体的な時期として、いつ頃を挙げるのかと

いう問題が残るが、上述してきたことをふまえて、私

は、石野氏のいう議出 4式?寺沢氏でいう布留 1式頃⑥

に比定できるものと思われ、 3世紀末'"'-'4世紀初頃と

考えたいのである。

今自は、史跡富波古墳の東稿用溝部にかかる調査を

行った一環として、古墳それ自体の特質について若干

私見を述べてみた。本来であるならば、富波遺跡の中

におけるこれらの古墳の位置づけなどを行わねばなら

ないのであるが、それらは、次の機会に触れさせてい

ただくこととし、今回は筆をおきたいと思う。

く補足〉

今回の小稿は、今年度発行予定のf富波遺跡-1(富

波遺跡発掘調査報告)j野洲町教育委員会、 1992、3に

掲載されているものに若干の補足を行ったものである

ことをお断りしておかねばならない。尚、その他詳細

な点については、同蓄を参照されたい。

(角建一)

、王

① 前方後方型周溝墓という呼称は、 1983年刊行の野

洲町教育委員会『冨波遺跡発掘調査概要j、1983、3

に従った。

② 1990年の調査において、空白の部分の調査がなさ

れており、その際、円形潤溝状遺構のつづきが検出

されており、ちょうど北側の部分が陸橋部になって

開く形となることが確認されている。

③ 前回の報告書では、調整がベルトによる図示であ

ったが、今回はすべての範囲において見ょうという

観点からとりやめた。その為、⑤、⑥、⑦、③を除

く残りの 4つについては、花田勝弘氏から実測図を

お借りするという多大な御協力を得た。花田氏には

その他にも、若輩な私のために様々な商でお手を娯

わせた。記して感謝の意を表したい。

④①挙書66'"'-'67頁において、「古冨波山古墳から墳丘

築成時を示す一括遺物群は、冨波遺跡のそれに対比

してみると、少し年代の下ることが判然としている

一(中略)-このような時期は、畿内における庄内

式と布留式の接点に位置し、微妙な時期といえる。

ここでは、一応布留式土器の直前と考えており、一

(中略)一布留式土器の出現直前に、古富波山古墳

の年代を置いた場合、冨波遺跡、はそれ以前の段階、

すなわち、庄内期に確実に入るものとみなすことが

できるJとしておられる。

⑤ 近江町教育委員会『近江町文化財調査報告書第 6

集一法勝寺遺跡-j 1990年

⑤ 滋賀県教育委員会、制)滋賀県文化財保護協会

営干拓地等農地整備事業関係発掘調査報告書III-浅

小井(高木)遺跡-j 1986年

⑦栗東町教育委員会 『栗東の歴史第 1巻j 1988 

年

⑧ 守山市教育委員会 『益須寺関連遺跡発掘調査報

告書j 1981年

⑨ 平 井 寿 一 「埋蔵文化財調査考 高野遺跡 1J r栗
東の文化 Vol. 7 J 1986年

⑩ 丸山竜平 「大岩山古墳群に占める冨波遺跡、前

方後方型周溝墓の位置一古墳出現期の一様相Jr冨波

遺跡発掘調査概要j1982年において、「明治29年に地

元住民が墳丘上から、陳氏作四神二獣鏡J 王氏作

四神四獣鏡、三角縁三神五獣鏡と呼ばれる舶載鏡を

掘り出した」と記している。

⑬ 近藤義郎 『前方後円墳の時代j1983年の中で、

「成立時の前方後円墳をそれ以前の弥生墳丘墓と区

別する特色のうち主要なものとして三つを挙げれば

(1)鏡の多量副葬指向、 (2)長大な割竹形木棺、 (3)墳丘

の前方後円形という定型化とその巨大性となるjと

している。

⑫ 奈良県立橿原考古学研究所 『纏向j 1876年

⑬ 奈良県立橿原考古学研究所 『矢部遺跡j 1986年
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